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市役所東広場
　愛称募集

歴史にちなみ、 覚えやすく親しみやすい

▶募集内容
面積約 40 ,000㎡、多目的広場として活用してい
る市役所東広場の愛称を募集
▶募集基準　
東広場が館林城跡地であることから「館林城」な
どの歴史にちなみ、誰もが分かりやすく、親しみ
があるものを募集
※他の名称や商標などに類似していないもので自
　身が創作した未発表のものに限ります
▶募集期間　
２月28日㈬まで　※郵送の場合、当日消印有効
▶応募資格　
市内在住・在勤・在学のかたの他、本市にご縁の
あるかた　※一人で何点でも応募できます

▶申込方法
応募用紙（企画課及び公民館、市ホームページに
あります）に、氏名・郵便番号・住所・性別・年齢・
電話番号・職業（児童・生徒は学校名）、その他必
要事項を記入のうえ、持参、郵送、FAX 又は Eメ
ールで企画課政策推進係（〒374 - 8 5 0 1 　市役
所内　　72 -3297　　kikaku@city.tatebayashi.g
unma.jp）へ
※選定は選定委員会において審査のうえ、決定し
　ます。結果は、採用者に通知するとともに、広
　報紙及び市ホームページで公表します
※採用されたかたには本市にちなんだ記念品を贈呈

まちのにぎわいと活力を創出する拠点

▶問合せ　
企画課政策推進係（内線332）

募集期限

まで
2/28㈬

市役所東広場の愛称を募集して歴史にちなんだ
親しみやすい名称にすることで、まちのにぎわいと活力を

創出する拠点として活用するとともに、群馬県コンベンション
ビューロー連絡協議会と連携し、広域的な知名度アップにつなげていきます。

　報紙及び市ホームページで公表します
※採用されたかたには本市にちなんだ記念品を贈呈

４ ５

社会福祉協議会
（総合福祉センター内
℡ 75 - 7111）

▶場所・問合せ

た
て
ば
や
し
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

悩まずにまずはご相談ください

判断能力がじゅうぶんでないかたの権利を尊重し、

住み慣れた地域で安心して暮らせるように

たてばやし後見支援センターを開設しました

▶同センターの業務内容

　認知症、知的障がいなどで、日常
生活に支障がある場合、代理人が財
産の管理や、身上保護を行う成年後
見制度が広く市民に知られていない
現状があります。
　また、親族や関係機関（病院や福
祉施設など）が成年後見制度を利用

▶開設の背景
しようとしても、相談窓口がどこな
のか分かりにくいなどの理由から、
利用に結び付かない場合があります。
　そのため同センターでは、相談支
援や成年後見制度に関する広報や普
及啓発、市民後見人の養成研修会な
どを行い、制度の利用促進に努めます。

１
相談支援

本人、親族や関係機関（病
院・福祉施設など）から
の成年後見制度に関する
相談を受け付け、適切な
アドバイスを行います

市民後見人の
養成研修

地域福祉の視点から、身
近の市民という立場で成
年後見などの活動が行え
るよう、市民後見人の養
成研修会などを開催します

親族・市民
後見人の活動支援
親族・市民後見人が活動
を始める際や活動中、又
は終了後、活動内容の確
認や助言、指導などを行
います

２
申立手続きの支援
成年後見制度の利用が必
要なかたに対して、手続
きの説明などの申立支援
を行います※書類の代行
作成は行いません

３
広報・普及啓発

成年後見制度に関する情
報の発信や講演会などを
開催し、市民や関係機関
を対象に、制度の普及・
啓発に努めます

２月１日から

スタート



犬が持つ役割や可能
性を語る鋒山さん

館林第一ケネルクラブ

野
の

本
もと

智
とも

子
こ

さん代表

犬を飼う前に、
自分がその犬を
飼うのにふさわ
しいかどうかを
考えることが必
要です。

県動物愛護センター

杢
もく

代
だい

俊
とし

枝
え

さん

動物を飼うこと
を途中で放棄す
る飼い主さんが
少なからずいる。
最後まで責任を
持ってほしい。

動物への福祉の
心は、人への福
祉の心へつなが
っていくのでは
ないかと考えて
います。

県獣医師会

木
き

村
むら

芳
よし

之
ゆき

さん会長

犬が持つ役割や可能
性を語る鋒山さん

42018．2．1

徳川綱吉が世界一受けさせたかった授業　
　「知っていますか？様々な働く犬たち」

第一部　基調講演

　第
二
部
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
須
藤
和
臣
市
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、「
人
と
犬

が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
、徳
川
綱
吉
が
行
っ
た「
生

類
憐あ

わ
れ

み
の
令
」
の
本
来
の
趣
旨
や

犬
を
取
り
巻
く
環
境
、
飼
い
主
と

し
て
の
あ
り
方
や
マ
ナ
ー
な
ど
に

館
林
藩
主
で
あ
っ
た
第
五
代
将
軍
徳と

く

川が
わ

綱つ
な

吉よ
し

公
に
ち
な
み
、

文
化
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
昨
年
12
月

16
日
㈯
に
開
催
さ
れ
た

　
「
人
と
犬
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く

り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」。当
日
行
わ
れ
た
講
演
会
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
協
定
締
結
式
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
人
と
犬
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

約240人の来場者が熱心に
耳を傾けた

須
藤
市
長
の
愛
犬
「
エ
ド

ち
ゃ
ん
」
が
登
場

と

の
共
生
を
目
指
す

文
化
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

犬
人

第
二
部

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　第
一
部
は
（
公
財
）
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ン
財
団
の
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
鋒ほ

こ

山や
ま

佐さ

恵え

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
基
調
講

演
。
人
間
と
と
も
に
働
く
犬
た
ち

を
紹
介
し
、
人
の
役
に
立
つ
犬
や

更
生
、
自
立
支
援
を
助
け
る
犬
が

果
た
す
役
割
の
重
要
性
と
そ
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
同
財
団
が
進
め
て

い
る
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　あ
る
参
加
者
は
「
殺
処
分
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
犬
を
保
護
し
、

そ
の
犬
に
役
割
を
与
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
犬
の
命
を
救
い
、
動
物

愛
護
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ

れ
の
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

　パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、
県
獣
医

師
会
の
木き

村む
ら

芳よ
し

之ゆ
き

会
長
は
、「
今
日

こ
こ
に
集
ま
っ
た
か
た
が
た
の
動

物
愛
護
の
輪
が
、
今
ま
で
以
上
に

館
林
市
か
ら
広
が
る
こ
と
を
願
い

た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

協定締結を祝し、会場全体で記念撮影。協定書を掲げる館林地区獣医師会の中
村会長　（写真左）、県獣医師会の木村会長（写真右）、須藤市長（写真中央）

　「館林市災害時における愛護動物の救護活動及び
　人と動物が共生するまちづくり事業に関する協定」

第三部　締結式

広報館林5

　
第
三
部
は
協
定
の
締
結
式
。
こ

れ
は
、
館
林
市
域
で
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
県
獣
医
師

会
（
木
村
芳
之
会
長
）
と
館
林
地

区
獣
医
師
会
（
中な

か

村む
ら

雅ま
さ

俊と
し

会
長
）

が
協
力
し
て
、
被
災
し
た
ペ
ッ
ト

の
救
護
や
そ
の
飼
い
主
に
と
っ
て

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

本
市
が
取
り
組
む
　「
人
と
動
物
が

共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の

推
進
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
う
し

た
協
定
の
締
結
は
県
内
で
は
初
め

て
。「
人
と
動
物
が
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
こ
れ
か
ら
本
市
が
進

め
て
い
く
う
え
で
の
大
き
な
一
歩

で
あ
り
、
災
害
時
に
人
も
ペ
ッ
ト

も
同
じ
よ
う
に
救
わ
れ
る
ま
ち
に

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

　綱吉が第五代将軍になって
行った政策の中で、最も有名
なものが　「生類憐

あわれ

みの令」で
す。この政策は犬を保護しす
ぎて庶民の生活を圧迫してし
まったために、一般的に悪法
というイメージがあります。
しかし、近年の研究によると、
この政策の本来の趣旨は、全
ての生き物を慈しむという儒
学や仏教の教えを強く受けた
もので、綱吉は政策を通して、
全ての生き物をたいせつにす
る気持ちを民衆に広めようと
したかったのではないかと考
えられています。まさに現代
の社会福祉や衛生面での環境
保護の原点であるといえます。

意外と知られていない
生類憐みの令の本質

教育委員会

岡
おか

屋
や

紀
のり

子
こ

文化振興課

館林市長

須
す

藤
とう

和
かず

臣
おみ

　
犬
に
も
お
国
事
情
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も
、
ペ

ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ

と
し
て
有
名
な
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
。
そ
こ
で
は
大
小
ど

の
犬
で
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で

公
園
で
は
合
法
的
に
ノ
ー
リ

ー
ド
で
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

犬
入
店
可
の
お
店
も
非
常
に

多
く
、
犬
は
も
は
や
、
市
民

の
よ
う
に
町
に
と
け
こ
ん
で

い
ま
す
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
１
５
０
年
近
く
、
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
と
啓
発
活
動
に
よ

っ
て
ペ
ッ
ト
と
人
が
み
ご
と

に
共
生
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
町
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

犬
が
苦
手
な
か
た
も
い
ま
す

の
で
、
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
協
力
で
改
善
解
決
を
図
る

る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

人
と
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
を
可

能
に
し
た
先
行
事
例
の
都
市

か
ら
も
、
私
た
ち
が
学
ぶ
こ

と
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

先
進
地
か
ら
学
ぶ
人
と
犬
の
共
生



市役所からのお知らせ

62018．２. １

市
議
会
議
員
選
挙

投
開
票
日
は
９
月
23
日

館
林
市
・
板
倉
町

合
併
協
議
会
を
開
催

選　挙

お知らせ

※
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
理
由
で
、
提

　
出
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
が
展
示
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

提
出
先
　
３
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
い
つ
頃
撮
影
さ
れ

た
写
真
か
を
記
入
の
う
え
、
写
真
デ
ー

タ
、
又
は
現
像
さ
れ
た
写
真
を
持
参
、

郵
送
、
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
つ
つ
じ
が
岡

公
園
総
合
管
理
事
務
所
（
〒
３
７
４

─

０
０
０
５
　
花
山
町
３
１
８
１
　
℡
74

-

５
２
３
３
　

tsutsuji@
city.tateb

ayashi.gunm
a.jp

）
へ

※
採
用
さ
れ
た
か
た
に
は
特
典
と
し
て

　
つ
つ
じ
映
像
学
習
館
招
待
券
を
贈
呈

問
合
せ
　
つ
つ
じ
が
岡
公
園
課
整
備
運

営
係
（
同
事
務
所
内
）

　
つ
つ
じ
映
像
学
習
館
で
は
、
こ
れ
ま

で
撮
影
し
た
、
懐
か
し
い
つ
つ
じ
ま
つ

り
の
思
い
出
の
写
真
を
展
示
し
、
歴
代

の
つ
つ
じ
ま
つ
り
を
振
り
返
る
企
画
展

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
る

つ
つ
じ
ま
つ
り
の
写
真
を
借
用
し
、
そ

の
一
部
を
展
示
す
る
こ
と
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
集
合
写
真
や
風
景
写
真
な
ど
、

つ
つ
じ
ま
つ
り
期
間
中
に
撮
影
さ
れ
た

写
真
の
提
供
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
展
示
は
４
月
の
開
催
を
予
定

借
用
期
間

　４
月
中
旬
ま
で

借
用
対
象
　
大
正
・
昭
和
時
代
の
つ
つ

じ
ま
つ
り
期
間
中
に
撮
影
さ
れ
た
つ
つ

じ
が
岡
公
園
の
写
真

つ
つ
じ
ま
つ
り
の
思
い
出
写
真
を
募
集
し
ま
す

皆
さ
ん
の
ア
ル
バ
ム
に
あ
る
思
い
出
の
一
枚
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

募　集

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
広
く

聴
き
な
が
ら
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
見

や
す
い
広
報
紙
を
目
指
す
た
め
、
広
報

館
林
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
又

は
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
か
た

募
集
人
員
　
５
人

内
容
　
会
議
へ
の
出
席
な
ど

※
年
３
回
程
度
の
会
議
を
開
催
し
、
広

　
報
館
林
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
の
意
見
を
伺
い
ま
す

任
期
　
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月
31

日
（
１
年
間
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
23
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
小
論
文
（
私
が
考
え
る
広

報
紙
の
役
割
と
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ

に
４
０
０
字
程
度
）、及
び
申
込
書
（
秘

書
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
広
聴
広
報
係
（
〒
３

７
４-

８
５
０
１
　
市
役
所
内
　

72

 -

３
２
９
７
　

koho@
city.tatebay

ashi.gunm
a.jp

内
線
３
４
２
）
へ

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

読
者
目
線
で
「
広
報
館
林
」
作
り
に
参
画
し
ま
せ
ん
か

募　集

　
本
市
と
板
倉
町
の
合
併
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
、
第
11
回
合
併
協
議
会

を
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す
る
か

た
は
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
議
資
料
は
事
前
に
合
併
協
議
会
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

と
き

　２
月
19
日
㈪
　
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
せ
　
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
事
務
局
（
内
線
５
１
１
）

　
任
期
満
了
（
９
月
30
日
）
に
伴
う
館

林
市
議
会
議
員
選
挙
の
日
程
を
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日

　９
月
16
日
㈰

投
開
票
日

　９
月
23
日
㈰

問
合
せ

　市
選
挙
管
理
委
員
会
（
行
政

課
内
　
内
線
３
１
８
）

とうひょうくん

土
砂
な
ど
の
埋
め
立
て
に
関
す
る
条
例
が
施
行

土
砂
災
害
な
ど
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

お知らせ
　
近
年
、
土
砂
な
ど
に
よ
る
埋
め
立
て

な
ど
に
よ
り
、
土
壌
の
汚
染
や
災
害
の

発
生
な
ど
を
懸
念
す
る
声
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
生
活
環
境

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、「
館
林
市
土
砂

等
に
よ
る
埋
め
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
30
年
１
月
１
日

か
ら
市
内
で
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
３

０
０
０
㎡
未
満
の
埋
め
立
て
な
ど
を
行

う
場
合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
市
内
で
土
砂
な
ど
に
よ
る
埋

め
立
て
な
ど
を
行
う
場
合
は
、
必
要
な

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
地
球
環
境
課
環
境
保
全
係（
内

線
４
５
２
）

　　　　　　
　　

　

　　
　意見

を聴かせてください

　　　　　
　　

　
　

　　
　　広報

館林への
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申
込
み
　
３
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
申
込

書
（
生
涯
学
習
課
、
市
内
各
公
民
館
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
を
、

同
生
涯
学
習
係
、
又
は
各
公
民
館
へ

問
合
せ
　
同
生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２
４
）

　
第
27
回
ふ
る
さ
と
づ
く
り
市
民
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
５
月
27
日
㈰

と
こ
ろ
　
市
文
化
会
館
他

対
象
　
市
内
で
生
涯
学
習
活
動
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

※
舞
台
発
表
は
団
体
の
み

募
集
項
目
　

■

展
示
発
表
　
書
道
、
絵
画
、
写
真
、

　
陶
芸
、
生
け
花
な
ど
の
展
示

■

舞
台
発
表
　
唄
、
踊
り
、
楽
器
演
奏
、

　
詩
吟
な
ど
の
発
表

■

体
験
ワ
ー
ル
ド
　
茶
道
、
絵
手
紙
、

　
書
道
な
ど
の
指
導
者

■

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
ワ
ー
ル
ド
　
身
近

　
な
生
活
問
題
や
自
然
環
境
保
全
に
関

　
す
る
学
習
成
果
の
発
表

ふ
る
さ
と
づ
く
り
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
募
集

学
び
の
祭
典
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

募　集

　
本
市
で
は
高
齢
者
福
祉
及
び
介
護
保

険
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
委
員

　市
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定

懇
談
会
委
員
（
市
介
護
保
険
計
画
策
定

委
員
会
委
員
・
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
・
市
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
委
員
を
兼
務
）

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
次
の
全
て
に

該
当
す
る
か
た

■
20
歳
以
上（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

■
本
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
所

　
が
あ
る

高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険
に
関
す
る
委
員
募
集

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
福
祉
行
政
に
反
映
さ
せ
る

募　集

■
本
市
の
３
機
関
以
上
の
委
員
と
な
っ

　
て
い
な
い

募
集
人
員　

３
人

内
容　

市
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
懇
談

会
な
ど
（
年
数
回
予
定
）
へ
の
参
加

任
期　

４
月
１
日
か
ら
３
年
間

申
込
み
・
問
合
せ　

２
月
16
日
㈮
ま
で

に
、
申
込
書
（
高
齢
者
支
援
課
及
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
応
募

動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
と
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
持
参
、
又
は
郵
送
で

同
高
齢
者
支
援
係
（
〒
３
７
４‒

８
５

０
１
　
市
役
所
内
　
内
線
６
４
８
）
へ

　
市
で
は
、
地
元
の
高
校
生
や
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
を
考
え
る
大
学
生
に
、
地
元
企
業

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
幅
広
い
業
種
の
企
業
が

参
加
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

と
き
　
３
月
６
日
㈫
　
午
後
１
時
〜
４

時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
（
美
園
町
）

若
者
の
た
め
の
地
元
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

40
社
の
地
元
企
業
の
魅
力
が
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

お知らせ

対
象
　
地
元
企
業
に
就
職
を
考
え
る
高

校
生
と
大
学
生

参
加
企
業
数
　
約
40
社

内
容
　
地
元
企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら

会
社
の
業
務
内
容
や
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

の
説
明

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
産
業
政
策
課
雇
用
推
進
係
（
内

線
２
０
６
）

館
林
市
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し

ご
み
の
減
量
や
適
正
処
理
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
た

意見募集
　
こ
の
計
画
の
見
直
し
に
際
し
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
よ
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

資
料
公
表
・
意
見
提
出
期
間
　
２
月
28

日
㈬
ま
で

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
15
分
（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

公
表
場
所

　地
球
環
境
課
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出
先
・
問
合
せ
　
意
見
書
（
同

課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

を
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
同
資
源
対
策
係
（
〒
３
７
４

　-

８
５
０
１
　
市
役
所
内
　
内
線
４
５

７
　

72-

３
２
９
７
　

kankyo@
city.tatebayashi.gunm

a.jp

）
へ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
こ
れ
に
対
す
る

　
市
の
考
え
方
は
３
月
下
旬
に
公
表
す

　
る
予
定
で
す
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登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

不
正
請
求
な
ど
の
個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す

お知らせ

と
き

　

■

参
加
申
込
期
間
　
２
月
15
日
㈭
　
午

後
１
時
〜
２
月
27
日
㈫
　
午
後
11
時

■

入
札
期
間
　
３
月
６
日
㈫
　
午
後
１

時
〜
３
月
13
日
㈫
　
午
後
１
時

■

最
高
価
申
込
者
の
決
定
　
３
月
13
日

㈫
　
午
後
２
時

■

買
受
代
金
納
付
期
限
　
３
月
20
日
㈫

午
後
２
時
30
分

※
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

公
売
場
所
　
ヤ
フ
ー
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
シ
ス
テ
ム

参
加
資
格
　
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
認
証
を
受
け
た
20
歳
以
上
の
か
た

注
意
事
項

■

入
札
に
先
立
ち
、
公
売
保
証
金
の
納

　
付
が
必
要
で
す
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　
ド
、
又
は
銀
行
振
込
）

■

公
売
物
件
は
、
法
務
局
で
登
記
簿
を

　
取
る
な
ど
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
納
税
課
収
納
係
（
内
線
６
７
９
）

※
詳
し
く
は
、
ヤ
フ
ー
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ

　
ッ
ト
公
売
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
（htt

　p://koubai.auctions.yahoo.co.jp

）

　
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
さ
い

差
し
押
さ
え
不
動
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

市
税
の
収
入
と
納
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

公　売

※公売物件は物件明細書のとおりに表示してあります

公売物件

売却
区分
番号

財産の種類 所在地
見積価額

（最低公売価額）
公売保証金

第29 -
11号

土地
建物

宅地  170.54㎡
居宅　 89.83㎡ 瀬戸谷町 4,400,000 円

440,000 円

第29 -
12号

土地
建物

宅地  322.57㎡
宅地    68.54㎡
居宅　 34.12㎡
居宅　 33.95㎡

北成島町 2,160,000 円
220,000 円

第29 -
13号

土地
建物

宅地 149.34㎡
物置   21.00㎡ 松原一丁目 3,340,000 円

340,000 円

第29 -
14号 土地 宅地 175.99㎡ 瀬戸谷町 4,060,000 円

410,000 円

行
田
市
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
体
制
を
整
備

お知らせ
　
12
月
15
日
、
市
で
は
埼
玉
県
行
田
市

と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
、
両
市
い
ず
れ
か
の
行
政
区
域

に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災
し

た
市
に
お
い
て
応
急
対
策
及
び
復
旧
対

策
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
災
害
時
の

相
互
の
応
援
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。
近
年
で
は
、
全
国
各
地
で
異
常
気

象
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
応
援
体
制

の
整
備
は
、
災
害
時
の
大
き
な
備
え
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
人
や
家
族
以
外
に
、
住
民
票
な
ど

の
証
明
書
を
交
付
し
た
場
合
、
交
付
し

た
事
実
と
内
容
を
本
人
に
通
知
す
る
登

録
型
本
人
通
知
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
利
用
に

は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
　
本
市
に
住
民
登
録
、
又
は
本
籍

が
あ
る
か
た
及
び
以
前
に
あ
っ
た
か
た

通
知
内
容
　
交
付
請
求
し
た
か
た
の
種

別
（
代
理
人
、
又
は
代
理
人
以
外
の
か

た
）、証
明
書
の
交
付
年
月
日
・
種
類
及

び
通
数

登
録
の
有
効
期
限
　
３
年
間

※
更
新
の
案
内
通
知
を
送
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
　
申
込
書
（
市
民
課

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

と
本
人
が
確
認
で
き
る
物
（
免
許
証
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
を
持
参

し
、
同
戸
籍
係
（
内
線
６
１
６
）
へ
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広
報
紙
な
ど
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集

事
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い

募　集
広
報
館
林
の
有
料
広
告
に
つ
い
て

対
象
　
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
企
業

や
事
業
所
、
商
店
な
ど

※
規
制
業
種
・
内
容
が
あ
り
ま
す

募
集
枠
数
　
平
成
30
年
５
月
〜
同
31
年

４
月
の
各
月
１
日
発
行
号
で
、
１
号
に

つ
き
８
枠

掲
載
位
置
　
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト
（
お
知

ら
せ
欄
）
の
下
段

規
格
（
１
枠
）

■
大
き
さ
　
縦
45
・
５
㎜
×
横
86
㎜

■
色
　
１
色
（
白
黒
）

掲
載
期
間
　
１
か
月
単
位
で
、
連
続
12

か
月
を
上
限

掲
載
料
（
１
枠
）　
月
額
１
万
５
０
０

０
円
（
税
込
み
）

※
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合
、
割
引
あ
り

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
28
日
㈬
ま
で

に
、
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
を
秘
書
課
広
聴
広
報
係
（
内

線
３
４
２
）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
希

　
望
期
間
の
長
い
広
告
を
優
先
し
ま
す

※
申
込
者
の
住
所
が
市
外
の
場
合
は
、

　
納
税
状
況
（
直
近
１
年
）
が
確
認
で

　
き
る
書
類
が
必
要
で
す

そ
の
他
の
有
料
広
告
に
つ
い
て

掲
載
場
所
・
問
合
せ

■
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
秘
書
課
広

　
聴
広
報
係
（
内
線
３
４
２
）

■
公
用
車
・
市
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内

　
財
政
課
管
財
係
（
内
線
３
１
３
）

■
館
林
東
西
駅
前
広
場
連
絡
通
路
　
都

　
市
計
画
課
都
市
再
生
推
進
係
（
内
線

　
４
２
１
）

共
通
事
項

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　２月は暖房などの使用により、
エネルギー消費が増える時期で
す。冬の省エネ対策としては、
暖房によるエネルギー消費を削
減することが効果的です。
　まず、暖房時の室温は20℃を
目安に。エアコンは、羽根を下
向きにし、扇風機で暖かい空気
を循環させることで、効率よく
部屋を暖められます。ファンヒ
ーターは、窓を背にして置くこ
とで暖房効果が高まります。
　また、じゅうたんを敷く、床
に届く長さの厚手のカーテンを
閉める、ガラスに断熱シートを
貼るなど、熱を逃がさない一工
夫で省エネ効果が高まります。
　皆さんも冬ならではの省エネ
活動を実践し、環境とお財布に
優しい生活を送りましょう。

冬ならでは省エネ活動を
実践しましょう！

平
成
29
年
度
環
境
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

Vol.52

mini

■
「
め
ん
ど
く
さ
い
」　
そ
こ
か
ら
す
す
む
　

　
環
境
破
壊

吉よ
し

田だ

雅み

や

び姫
さ
ん
（
第
二
中
学
校
２
年
）

■
こ
の
行
動
　
守
る
も
汚
す
も
　
自
分
次
第

稲い
な

田だ

汐せ

来ら

さ
ん
（
多
々
良
中
学
校
２
年
）

　
館
林
の
問
題
や
未
来
に
つ
い
て
、
子

ど
も
の
目
線
で
課
題
を
見
つ
け
、
考
え

た
こ
と
を
館
林
市
に
質
問
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

　２
月
24
日
㈯
　
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

　市
議
会
議
場

テ
ー
マ
　
「
ぼ
く
の
、わ
た
し
の
館
林
」

申
込
み

　当
日
会
場
へ

※
傍
聴
席
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

問
合
せ

　生
涯
学
習
課
青
少
年
係
（
内

線
２
２
５
） 子

ど
も
議
会
を

開
催
し
ま
す

お知らせ

　
平
成
29
年
中
に
、
本
市
で
開
催
さ
れ

た
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
で
、
広
報
館

林
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
市
内
各
所
で

展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

■
２
月
８
日
㈭
ま
で
　
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー   

　
ル
１
階
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
前
通
路
　

■
２
月
９
日
㈮
〜
19
日
㈪
　
市
役
所
市

　
民
ホ
ー
ル
　

■
２
月
20
日
㈫
〜
27
日
㈫
　
館
林
東
西

　
駅
前
広
場
連
絡
通
路

※
時
間
は
い
ず
れ
も
各
施
設
の
開
設
時

　
間
に
な
り
ま
す

※
最
終
日
は
い
ず
れ
も
正
午
ま
で
の
開

　
催
で
す

問
合
せ
　
秘
書
課
広
聴
広
報
係
（
内
線

３
４
３
）

広
報
写
真
展
を

開
催
し
ま
す

催し物
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地
域
で
の
見
守
り
方
を
学
ぶ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 マ

　
と
き
　
３
月
９
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
生
後
５
か
月
〜
１
歳
６
か

月
未
満
の
乳
幼
児
と
保
護
者

定
員
　

20
組
（
希
望
者
多
数
の
場

合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
牛
乳
を

使
っ
た
簡
単
な

離
乳
食
の
調
理

実
習
と
試
食
・

交
流
会

参
加
費
　
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
守
り
帯
、

子
ど
も
用
の
飲
み
物
・
ス
プ
ー
ン

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
14
日
㈬

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

 

（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

※
調
理
中
は
母
子
保
健
推
進
員
に

　
よ
る
託
児
が
あ
り
ま
す

と
き

　２
月
15
日
㈭
　
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
５
号
会
議
室

定
員

　20
人
程
度

定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

内
容
　
講
義 

「
い
つ
ま
で
も
魅
力

的
な
口
元
を
保
つ
予
防
法
と
は
！

─

毎
日
の
気
持
ち
を
高
め
る
ヒ
ン

ト
に
つ
な
げ
て

─

」、口
腔
ケ
ア
の

状
態
に
関
す
る
検
査
や
最
新
の
お

手
入
れ
グ
ッ
ズ
の
体
験
な
ど

講
師
　
福ふ

く

島し
ま

正ま
さ

義よ
し

さ
ん
（
新
潟
大

学
歯
学
部
教
授
）、合あ

い

場ば

千ち

佳か

子こ

さ

ん
（
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期
大

学
教
授
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
19
日
㈪

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

（
℡
73

─

８
８
１
８
）
へ

●
平
成
30
年
度
県
立
館
林
高
等
学
校
定
時
制
課
程
選
抜
試
験

　願
書
受
付
は
２
月
22
日
㈭
か
ら
23
日
㈮
の
正
午
ま
で
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
同
校
（
☎
72-

４
３
０
７
）

内
容
　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
の
正

し
い
知
識
や
接
し
方
の
講
話
な
ど

参
加
費
　
無
料

申
込
み

　同
セ
ン
タ
ー
東
毛
光
生

園
（
℡
72

─

２
０
６
０
）
へ

問
合
せ

　同
セ
ン
タ
ー
東
毛
光
生

園
、
又
は
市
高
齢
者
支
援
課
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
係（
内
線
６
２
３
）

　
保
健
師
に
よ
る
講
話
で
ス
ト
レ

ス
と
う
ま
く
付
き
合
う
方
法
に
つ

い
て
知
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な

生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

と
き

　３
月
９
日
㈮
　
午
後
２
時

〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員
　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
13
日
㈫

か
ら
、
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り

係
（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５

１
５
５
）
へ

と
き

　３
月
10
日
㈯
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

対
象
　

18
歳
以
上
の
か
た
（
高
校

生
を
除
く
）

内
容
　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
の
採

用
担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
福
祉

の
仕
事
に
関
す
る
相
談

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ

　太
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
℡
48

─

９
５
９
９
）、又
は
太

田
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク
（
℡
46

─

６
０
４
４
）

　い
つ
ま
で
も
元
気
で
若
々
し
い

口
元
を
保
つ
た
め
に
、
必
要
な
口

腔
ケ
ア
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
３
月
10
日
㈯
　
午
後
３
時

〜
５
時

と
こ
ろ
　
館
林
邑
楽
歯
科
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
（
苗
木
町
）

対
象
　
市
及
び
邑
楽
郡
内
在
住
の

か
た

３
月
の
離
乳
食
教
室

〜
牛
乳
を
使
っ
た
離
乳
食
〜

講
座
「
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
習
慣
づ
く
り
」

福
祉
の
仕
事
を
目
指
す
か
た
へ

ミ
ニ
就
職
面
接
会

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

口
腔
ケ
ア
教
室

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・

マ
元気な体をつくる
介護予防講演会

とき　３月13日㈫　午後２時～３時30分
ところ　文化会館小ホール
対象　市内在住のかた
定員　60人（先着順）
内容　転倒予防体操・
認知症予防脳トレの講
話と実技指導
講師　塩

えん

谷
や

勉
つとむ

さん（理学療法士）
参加費　無料
持参する物　タオル、飲み物
※運動のできる服装でお越しください
申込み・問合せ　３月５日㈪までに、高
齢者あんしん相談センター東毛光生園（℡
72 - 2060）へ
※申し込み後に、受講に際し書類への緊
　急連絡先などの記入をお願いします

11 広報館林

●代表☎72 - 4111

と
き
　
２
月
21
日
㈬
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

　館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　（
大
街
道
一
丁
目
）

対
象
　
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
か

た
と
家
族
、
関
係
者

定
員
　

60
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
あ
な
た
ら
し
く
、
生

き
生
き
と
」

講
師
　
小お

此こ
の

木ぎ

久く

美み

子こ

さ
ん
（
保
健

師
他
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
館
林
邑
楽
精
神
障
が
い

者
家
族
会
た
け
の
こ
会
（
℡
72

─

７
１
５
９
）

と
き
・
と
こ
ろ

　３
月
８
日
㈭
　

午
前
８
時
・
三
の
丸
南
面
駐
車
場

集
合
　
午
後
６
時
解
散
（
予
定
）

定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

内
容
　
凸
版
印
刷
博
物
館
、
新
井

薬
師
梅ば

い

照し
ょ
う

院い
ん

、
哲
学
堂
公
園
を
見

学
し
ま
す

参
加
費
　
６
８
０
０
円
（
バ
ス
・

昼
食
代
、
入
館
料
な
ど
）

※
同
会
会
員
で
な
い
か
た
は
、
年

　
度
会
費
１
０
０
０
円
が
別
途
必
要

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
９
日
㈮

か
ら
23
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
費
を

添
え
て
相あ

い

川か
わ

静し
ず

夫お

さ
ん
（
同
会
　

℡
73

─
２
３
７
６
）、又
は
市
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線
２
２

４
）
へ

と
き
　
２
月
22
日
㈭
　
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
三
野
谷
公
民
館

定
員
　

15
人
（
先
着
順
）

内
容
　
鹿か

の
子
と
、
春
の
季
節
に

合
わ
せ
た
桜
餅
（
道
明
寺
）
の
作

り
方
を
学
び
ま
す

講
師
　
遠え

ん

藤ど
う

明あ
き

宏ひ
ろ

さ
ん
（
晃こ

う

明め
い

堂ど
う

店
主
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
７
日
㈬

か
ら
、参
加
費
を
添
え
て
同
館（
℡

73

─

４
０
６
２
）
へ

と
き
　
２
月
24
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
正
午
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
県
立
館
林
美
術
館

定
員
　

30
人
（
先
着
順
）

内
容
　
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
の
魅
力
に

つ
い
て
の
講
座
や
、
作
品
解
説

講
師
　
黒く

ろ

川か
わ

弘ひ
ろ

毅た
け

さ
ん
（
武
蔵
野

美
術
大
学
彫
刻
学
科
教
授
）
他

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
５
日
㈪

の
午
前
９
時
か
ら
、
文
化
振
興
課

芸
術
文
化
係
（
文
化
会
館
内
　
℡

74
─

４
１
１
１
）
へ

と
き
　
２
月
21
日
㈬
　
午
後
２
時

30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
　 

「
野
菜
で
食
と
農
を
つ

な
ぐ
〜
消
費
者
目
線
の
青
果
物
生

産
と
流
通
〜
」

講
師
　
田た

村む
ら

善よ
し

男お

さ
ん
（
野
菜
ソ

ム
リ
エ
上
級
プ
ロ
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
（
内
線
２
３
３
）

と
き

　３
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
城
沼
公
民
館

定
員
　

16
人
（
先
着
順
）

内
容
　
カ
ナ
ダ
の
郷
土
料
理
「
ピ

エ
ロ
ギ
」
を
作
り
ま
す

講
師
　
杉す

ぎ

江え

ニ
コ
ー
ル
さ
ん
（
市

Ａ
Ｌ
Ｔ
）

参
加
費
　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
８
日
㈭

か
ら
、
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
市
民
協
働
課
内
　
内
線
６
８
６
）へ

講
座

教
室

 

・

和
菓
子
道
場

〜
菓
子
で
感
じ
る
春
の
足
音
〜

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会

東
京
方
面
へ
の
現
地
学
習

世
界
料
理
講
座

〜
カ
ナ
ダ
編
〜

市
農
業
塾
に
参
加
し
て

農
業
を
学
び
ま
せ
ん
か

彫
刻
の
魅
力
に
触
れ
る

彫
刻
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

青年教養講座
ヨガ講座受講者募集

とき　２月７日㈬～３月28日㈬の水曜
日　午後８時～９時（ただし、３月21
日㈷を除く。全７回）
ところ　勤労青少年ホーム
対象　市内在住又は在勤の15歳～34歳
のかた（中学生不可。高校生は保護者
の同意が必要）
定員　20人（先着順）
講師　遠

えん

藤
どう

裕
ゆ

美
み

さん
参加費　50 0 円（教材費）
持参する物　ヨガマット又はバスタオ
ル、タオル、飲み物
申込み・問合せ　２月９日㈮の午後４
時までに、電話で同ホーム（℡72 - 43
04）へ
※代理による申込みは本人含む２人まで

田 口 会 計 事 務 所
税 理 士 　 田 口 恵 之

〒 374 － 0053　 群 馬 県 館 林 市 赤 土 町 810 － １
☎ 0276 － 73 － 5011　 　0276 － 73 － 5013
http://taguchikaikeizimushiiyo.tkcnf.com/pc/

開業・決算・確定申告などの税金に関することなら

関東信越税理士会所属

あ な た は 大 丈 夫 ？ 　 相 続 税 の こ と 考 え て ま す か ？
悩 む 前 に ご 相 談 を ！（ 無 料 相 談 受 付 中 　 土・日・　 可 ）

地
域
で
と
も
に
生
き
る
た
め
の

精
神
保
健
講
演
会
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　市
内
７
か
所
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

菜
園
を
開
設
し
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
野
菜
の
栽
培
を
通
じ
て
、
余

暇
の
充
実
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

利
用
資
格
　
市
内
在
住
の
勤
労
者

　（
自
営
業
者
を
除
く
）

菜
園
名
　
あ
さ
ひ
菜
園
（
東
広
内

町
）、あ
し
つ
ぎ
菜
園
（
足
次
町
）、

し
ん
じ
ゅ
く
菜
園（
新
宿
二
丁
目
）、

た
か
ね
菜
園
（
西
高
根
町
）、な
る

し
ま
菜
園
（
成
島
町
）、み
そ
の
菜

園
（
上
赤
生
田
町
）、み
ど
り
菜
園

　（
緑
町
一
丁
目
）

※
区
画
数
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
な
り
、
希
望
に
添
え
な
い
場

　
合
が
あ
り
ま
す

の
整
枝
剪せ

ん

定
」

講
師
　
根ね

岸ぎ
し

憲け
ん

一い
ち

さ
ん
（
一
級
造

園
技
能
士
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
19
日
㈪

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88

─

７
１
８
８
、

又
は
℡
89

─

０
７
８
２
）
へ

※
「
緑
の
相
談
室
」（
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）
も
、

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

と
き
　
４
月
９
日
㈪
〜
平
成
31
年

３
月
20
日
㈬
（
小
学
生
は
週
２
回
、

中
学
生
は
週
１
回
）

と
こ
ろ
　

■

小
学
生
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
、
文
化
会
館
、
多
々
良
・

　
六
郷
・
西
公
民
館

■

中
学
生
　
六
郷
公
民
館

対
象
　
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

内
容
　
教
職
経
験
者
が
日
常
学
習

の
補
習
を
行
い
ま
す

科
目

■

小
学
生
　
国
語
、
算
数

■

中
学
生
　
英
語

受
講
料
（
月
額
、
教
材
費
別
）

■

小
学
生
　
４
５
０
０
円

■

中
学
生
　
４
０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ

　２
月
14
日
㈬

の
午
前
９
時
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー

　（
℡
72

─

１
３
２
１
）
へ

と
き

　３
月
２
日
㈮
〜
23
日
㈮
の

火
・
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

　（
全
７
回
）

と
こ
ろ
　
渡
瀬
公
民
館

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
市
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

を
優
先
）

内
容
　
デ
ジ
カ
メ
か
ら
パ
ソ
コ
ン

へ
の
写
真
の
取
り
込
み
や
編
集
、

動
画
の
編
集
な
ど

参
加
費
　
２
５
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
　
２
月
16
日
㈮
の
午
後
６

時
か
ら
７
時
ま
で
に
、
同
館
へ

問
合
せ
　
松ま

つ

尾お

隆た
か
し

さ
ん
（
生
涯
学

習
館
林
市
民
の
会
　
℡
０
８
０

─

５
４
２
９

─

５
３
８
９
）、又
は
市

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）

と
き
　
３
月
１
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
正
午

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

定
員
　
60
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
覚
え
て
お
き
た
い
サ

ル
ス
ベ
リ
や
ツ
バ
キ
な
ど
花
木
類

利
用
料
（
１
区
画
・
年
額
）
　
２

０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
28
日
㈬

ま
で
に
、
申
込
書
（
産
業
政
策
課

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）
を
同
雇
用
推
進
係
（
内
線
２

０
６
）
へ

と
き
　
２
月
23
日
㈮
　
午
後
２
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
　
図
書
館

定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容

　講
演
「
読
み
た
い
心
に
火

を
つ
け
ろ
！
〜
学
校
司
書
が
で
き

る
こ
と
〜
」

講
師

　木き
の

下し
た

通み
ち

子こ

さ
ん
（
埼
玉
県

立
春
日
部
女
子
高
等
学
校
主
任
司
書
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
７
日
㈬

か
ら
、
同
館（
℡
74

─

２
３
４
６
）へ

講
座

教
室

 

・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
さ
ら
い
教
室

学
校
の
読
書
支
援
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か

家
庭
緑
化
の
基
礎
を
学
ぶ

緑
化
講
座

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
菜
園
の

利
用
希
望
者
を
募
集

野
鳥
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

邑
楽
館
林
地
区
市
民
探
鳥
会

募
集

賢く・美味しく
筋力アップ教室

とき　２月26日㈪、３月12日㈪
午前10時～11時30分　（全２回）
ところ　老人福祉センター
対象　市内在住の40歳以上のかた
定員　30人（先着順）
内容　栄養に関
する講話と試食
及び筋トレに関
する講話と実技
参加費　無料
申込み・問合せ　２月13日㈫か
ら、高齢者支援課地域包括ケア
推進係（内線675）、又は健康推
進課健康づくり係（保健センタ
ー内　℡74 - 5155）へ

パ
ソ
コ
ン
教
室

デ
ジ
カ
メ
編
集
講
座

マ
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入
所
希
望
者
は
、
説
明
会
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

聖
ル
カ
学
童
ク
ラ
ブ
　（
大
街
道
三

丁
目
）

と
き
　
２
月
３
日
㈯
　
午
前
10
時

連
絡
先
　
℡
71

─

１
１
７
２

元
気
っ
子
児
童
ク
ラ
ブ（
富
士
原
町
）

と
き
　
２
月
３
日
㈯
　
午
後
１
時

30
分

連
絡
先
　
℡
72

─

９
１
３
９

ス
ワ
ン
ズ
・
キ
ッ
ズ
（
成
島
町
）

と
き
　
２
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時

連
絡
先
　
℡
76

─

２
０
１
５

風
の
子
ク
ラ
ブ
（
大
手
町
）

と
き
　
２
月
３
日
㈯
　
午
後
６
時

連
絡
先
　
℡
72

─

１
１
７
５

み
の
や
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
（
上

三
林
町
）

と
き
　
２
月
９
日
㈮
　
午
後
７
時

連
絡
先
　
℡
72

─

４
７
０
１

わ
た
ら
せ
学
童
ク
ラ
ブ（
足
次
町
）

と
き
　
２
月
10
日
㈯
　
午
前
10
時

連
絡
先
　
℡
72

─

２
８
４
８

あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
（
新
宿
二

丁
目
）

と
き
　
２
月
10
日
㈯
　
午
後
５
時

連
絡
先
　
℡
74

─

５
５
４
５

三
小
東
学
童
ク
ラ
ブ
（
尾
曳
町
）

と
き
　
２
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時

連
絡
先
　
℡
73

─

２
７
８
１

共
通
事
項

問
合
せ
　
各
ク
ラ
ブ
、
又
は
市
こ

ど
も
福
祉
課
保
育
係（
内
線
６
４
４
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い

　
７
月
の
シ
ャ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト

の
出
演
に
向
け
て
、
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

練
習
日
時
　
木
曜
日

▪

昼
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪

夜
の
部
　
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
、

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
　
混
声
合
唱
曲
（
発
声
法
、

発
音
、
音
取
り
、
パ
ー
ト
練
習
）

講
師
　
多た

田た

羅ら

迪み
ち

夫お

さ
ん
（
東
京

藝
術
大
学
名
誉
教
授
）
他

会
費
（
入
会
時
か
ら
６
月
ま
で
）

▪

一
般
　
１
万
５
０
０
０
円

▪

大
学
生
以
下
　
無
料

※
別
途
楽
譜
代
が
か
か
り
ま
す

申
込
み
　
直
接
会
場
へ （
見
学
歓
迎
）

問
合
せ
　
篠し

の

村む
ら

宏ひ
ろ

明あ
き

さ
ん 

（
℡
０

８
０

─

５
５
３
８

─

８
６
１
９
）、

又
は
市
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
係

　（
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル
内
　
℡
75

─

３
０
３
０
）

と
き
　
２
月
19
日
㈪
・
20
日
㈫
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
三
野
谷
公
民
館

定
員
　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容
　
吹
矢
を
体
験
し
、
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
式
呼
吸
法
を
学
び
ま
す

講
師
　
加か

藤と
う

春は
る

美み

さ
ん
（（
一
社
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
公
認
指

導
員
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
７
日
㈬

か
ら
、
同
館　（
℡
73

─

４
０
６
２
）へ

　
体
操
や
ヨ
ガ
な
ど
を
体
験
し
な

が
ら
、
親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
せ
ん
か
。

わ
ん
ぱ
く
体
操

と
き
　
２
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
城
沼
総
合
体
育
館

講
師
　
駒こ

ま

谷や

政ま
さ

之ゆ
き

さ
ん
（
体
操
指

導
講
師
）

ヨ
ガ
・
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
de
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

と
き
　
２
月
25
日
㈰
　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
　
阿あ

部べ

由ゆ

紀き

子こ

さ
ん
（
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
・
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

共
通
事
項

対
象
　
３
歳
か
ら
６
歳（
幼
稚
園
・

保
育
園
年
長
）
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者

定
員
　

20
組
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
　
４
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
上
履
き
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ
　
参
加
費
を
添

え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係

（
同
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）へ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す

館
林
第
九
合
唱
団
の

前
期
団
員
を
募
集
し
ま
す

自然素材を使って
カレンダーを作ろう

とき　２月24日㈯　午前10時～
正午
ところ　つつじが岡公園総合管
理事務所
定員　20人（先着順）
内容　野菜や葉っぱのスタンプ
を使って、オリジナルのカレン
ダーを作ります
講師　つつじヶ岡ネイチャーゲ
ームの会
参加費　10 0円（材料費など）
持参する物　絵の具セット
申込み・問合せ　２月８日㈭の
午前８時30分から、つつじが岡
公園課（℡74 - 5233）へ
※未就学児は保護者同伴

ス
ポ
ー
ツ

栃木県下都賀郡野木町野木2045－23

群馬県館林市東美園町30-16

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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館
（
℡
74

─

９
１
７
４
）
へ

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
事

　
前
申
し
込
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と
き

　２
月
24
日
㈯
　
午
前
８
時

30
分
・
大
島
公
民
館
集
合
　
ゴ
ー

ル
後
随
時
解
散
（
荒
天
中
止
）

コ
ー
ス
　
大
島
地
区
（
約
５
km
）

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
雨
具
、

筆
記
用
具
な
ど

※
お
持
ち
の
か
た
は
、
健
康
マ
イ

　
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興

係
（
城
沼
総
合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）

　
国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
ま
と

め
て
払
う
と
お
得
な
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
特
に
２
年
前
納
（
２

０
１
８
年
４
月
～
２
０
２
０
年
３

月
）
は
割
引
額
が
最
も
大
き
く
、

現
在
受
付
中
で
す
。

申
込
期
限　

２
月
28
日
㈬
ま
で

持
参
す
る
物
　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
８
日
㈭

か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
振
興
係
　（
城
沼
総
合
体

育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）
へ

　
た
て
ば
や
し
ウ
オ
ー
ク
で
市
内

の
１
０
０
選
コ
ー
ス
を
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
今
回
は
全
３
回
の
う

ち
の
３
回
目
で
、
全
て
参
加
し
た

か
た
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
多
々
良
地
区
歩
け

歩
け
大
会
と
の
合
同
開
催
で
す
。

と
き
　
３
月
４
日
㈰
　
午
前
９
時
・

元
館
林
高
等
技
術
専
門
校
校
庭
集

合
　
正
午
解
散
（
予
定
）

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

コ
ー
ス
　
「
水
辺
の
道
」
～
夕
陽

と
彫
刻
の
小こ

径み
ち

（
全
長
約
８
㎞
）

参
加
費
　
無
料
　

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
・
雨
具
な
ど

※
お
持
ち
の
か
た
は
、
健
康
マ
イ

　
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

※
１
・
２
回
目
に
参
加
し
た
か
た

　
は
、
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
マ
ッ

　
プ
及
び
10
食
品
群
チ
ェ
ッ
ク
シ

　
ー
ト

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
22
日
㈭

ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興

係
（
城
沼
総
合
体
育
館
内
　
℡
74

─

２
６
１
１
）、又
は
多
々
良
公
民

と
き
　
２
月
22
日
㈭
～
３
月
22
日

㈭
の
木
曜
日
　
午
後
１
時
～
２
時

30
分
（
全
５
回
）

と
こ
ろ
　
城
沼
総
合
体
育
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
か
た

定
員
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容
　
し
ゃ
も
じ
の
形
を
し
た
パ

ド
ル
を
使
っ
て
心
身
を
ほ
ぐ
し
ま
す

講
師
　
持も

ち

田だ

晴は
る

枝え

さ
ん
（
パ
ド
ル

ジ
ャ
ー
ク
ス
体
操
協
会
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
保
険
料

な
ど
）

持
参
す
る
物
　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
み
・
問
合
せ
　
２
月
８
日
㈭

か
ら
、
参
加
費
を
添
え
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
振
興
係
　（
同
館
内
　
℡

74

─

２
６
１
１
）
へ

と
き
　
３
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
　

午
前
９
時
～
正
午
（
全
２
回
）

と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者

定
員
　
20
組
程
度
（
先
着
順
）

内
容
　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
体
験
し
ま
す

参
加
費
　
５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物　

年
金
手
帳
と
印
鑑

及
び
口
座
振
替
の
場
合
は
通
帳
と

届
出
印
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
の
場
合
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が

　
必
要
で
す

申
込
み
・
問
合
せ　

保
険
年
金
課

年
金
係
（
内
線
６
１
８
）
へ

　
将
来
の
本
市
の
農
業
経
営
に
役

立
て
る
た
め
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
業
者

の
お
宅
を
戸
別
訪
問
し
て
農
地
の

利
活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
農
業
の
安
定
と
発
展
の

た
め
、
委
員
が
訪
れ
た
場
合
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
（
内
線
２
３
３
）

と
き
　
２
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時

～
正
午

と
こ
ろ
　
多
々
良
沼
公
園
野
鳥
観

察
棟
駐
車
場

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
双
眼
鏡
（
貸
し
出

し
用
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
松ま

つ

本も
と

文ふ
み

勝か
つ

さ
ん
（
日
本

野
鳥
の
会
館
林
分
会
　
℡
72

─

６

４
５
２
）、又
は
市
地
球
環
境
課
環

境
保
全
係
（
内
線
４
５
３
）

親
子
de
ラ
ケ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は

ま
と
め
払
い
が
お
得
で
す

農
地
の
利
活
用
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

パ
ド
ル
体
操
教
室

市
内
を
楽
し
く
歩
こ
う

冬
季
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

歩
く
道
１
０
０
選
の

認
定
３
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
③

茂林寺沼湿原
自然学習会とパネル展

とき　３月３日㈯　午後１時30分
～４時（パネル展は午前10 時～）
ところ　分福公民館
内容　茂林寺沼湿
原の動植物や保全
活動に関する学習
会とパネル展示
※参加者にはカキツバタの種と栽
　培キットを差し上げます
講師　青

あお

木
き

雅
まさ

夫
お

さん、（一財）自然
環境研究センター職員他
参加費　無料
申込み・問合せ　２月28日㈬まで
に、文化振興課文化財係（文化会
館内　℡74 - 4111）へ

ス
ポ
ー
ツ

多
々
良
沼
の
野
鳥
を
観
察

邑
楽
・
館
林
地
区
市
民
探
鳥
会

マ

マ

●代表☎72 - 4111
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●代表☎72 - 4111

と
き
　
２
月
22
日
㈭
～
25
日
㈰
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
25
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

　三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
文
化
振
興
課
芸
術
文
化

係
（
同
ホ
ー
ル
内
　
℡
75

─

３
０

３
０
）
へ

と
き
　
２
月
11
日
㈷
　
午
後
１
時

～
４
時
30
分
（
予
定
）

と
こ
ろ

　三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

内
容

　八
木
節
、
神
楽
、
和
太
鼓

な
ど
の
郷
土
芸
能
の
発
表

※
景
品
の
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り

　
ま
す

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
芸
術
文
化
祭
運
営
委
員

会
（
同
ホ
ー
ル
内
　
℡
75

─

３
０

３
０
）

文
化
講
演
会

と
き
　
３
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時

～
３
時
30
分
（
予
定
）

定
員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
）

※
先
着
２
０
０
人
に
花
の
苗
を
差

　
し
上
げ
ま
す

内
容
　
ハ
ー
プ
＆
ト
ー
ク
演
奏
会

講
師
　
永な

が

山や
ま

友ゆ

美み

子こ

さ
ん
（
ア
イ

リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
奏
者
）

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

展
示
コ
ー
ナ
ー

と
き
　
３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
４
日
㈰

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

内
容
　
写
真
、
生
け
花
、
盆
栽
の

展
示

舞
台
発
表

と
き
　
３
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）

内
容
　
洋
舞
踊
、
邦
楽
邦
舞
、
民

謡
民
舞
、
古
典
芸
能
、
郷
土
芸
能
、

音
楽
部
会
に
よ
る
発
表

バ
ザ
ー
・
い
こ
い
の
コ
ー
ナ
ー
・

囲
碁
対
局

と
き
　
３
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分
（
バ
ザ
ー
は
正

午
ま
で
）

内
容
　
有
価
不
用
品
の
販
売
、
抹

茶
の
接
待
（
２
０
０
円
）、囲
碁
の

対
局
（
無
料
）

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
市
文
化
協
会
事
務
局（
同

ホ
ー
ル
内
　
℡
75

─

３
０
３
０
）

と
き
　
３
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）

講
師
　
佐さ

藤と
う

昭あ
き

子こ

さ
ん
（（
一
社
）

倫
理
研
究
所
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
込
み
　
電
話
で
大お

お
に
し西
あ
や
子こ

さ

ん
（
講
演
会
実
行
委
員
長
　
℡
72

─

８
３
１
４
） 

へ

問
合
せ
　
大
西
あ
や
子
さ
ん
、
又

は
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係 （
内

線
２
２
４
）

式
典
・
記
念
公
演

と
き
　
２
月
18
日
㈰
　
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分
（
記
念
公
演
は

午
後
２
時
５
分
～
）

内
容
　
記
念
式
典
と
、
お
お
た
芸

術
学
校
付
属
合
唱
団
「
コ
ー
ル
エ

ン
ジ
ェ
ル
」
に
よ
る
合
唱

展
示
発
表

と
き
　
２
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
18
日
㈰

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

内
容
　
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
華

道
な
ど
の
展
示
と
抹
茶
の
接
待

舞
台
発
表

と
き
　
２
月
18
日
㈰
　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
30
分
（
予
定
）

内
容
　
芸
能
各
部
門
に
よ
る
発
表

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
太
田
市
民
会
館
（
太
田

市
飯
塚
町
）

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
　
東
毛
地
域
圏
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
℡
22

─

３
４
４
２
）、又
は
館
林

市
文
化
協
会
事
務
局
（
三
の
丸
芸

術
ホ
ー
ル
内
　
℡
75

─

３
０
３
０
）

　
県
立
館
林
高
等
特
別
支
援
学
校

の
生
徒
が
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・

ジ
ュ
ー
ス
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
２
月
20
日

㈫
　
午
前
10
時
～

午
後
２
時

と
こ
ろ
　
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル

内
容
　
飲
み
物
の
無
料
提
供
、
美

術
作
品
の
展
示
、
手
作
り
作
品
の

販
売
な
ど

問
合
せ
　
同
校（
℡
71

─

１
０
０
０
）

と
き
　
２
月
13
日
㈫
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容
　

10
事
業
所
（
予
定
）
に
よ

る
面
接
会

申
込
み

　当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
林（
℡

75

─

８
６
０
９
）

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
触
れ
る

第
29
回
春
の
つ
ど
い

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示

写
真
公
募
展

市
芸
術
文
化
祭

郷
土
芸
能
発
表
大
会

東
毛
地
域
圏

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

人
と
企
業
を
つ
な
ぐ

障
が
い
者
就
職
面
接
会

喫
茶
サ
ー
ビ
ス

宇
宙
（
そ
ら
）
カ
フ
ェ

　つつじが岡公園を代表する古木の一つであ
る、「勾

こう

当
とうのない

内侍
し

遺
い

愛
あい

のつつじ」にまつわる出来
事やつつじが岡公園に移植されるまでの経緯、
歴代城主らによる保護の様子を紹介しています。
期間　２月28日㈬まで
午前９時～午後５時　（入
館は午後４時30分まで。
休館日を除く）
ところ　つつじ映像学
習館（つつじが岡ふれ
あいセンター内）
テーマ　「勾当内侍遺愛のつつじ390年　江
戸時代から守り伝えられたつつじ」
入場料　大人490円、小・中学生240円
※20人以上で団体割引があります
問合せ　同館（℡74 - 5355）

つつじ映像学習館で
企画展示を開催中！

家
庭
倫
理
講
演
会

　
「
と
も
に
生
き
る
」



市民の皆さんの活動や
イベントを紹介する
コーナーです

市 民 の
ひ ろ ば

16

file_283

ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
く
時
間

も
楽
し
い
」
と
、
磯
さ
ん
は
話

し
ま
す
。
ま
た
、
も
と
も
と
観

劇
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
磯
さ

ん
は
、「
じ
か
に
会
場
で
観
る
か

ら
こ
そ
、
感
じ
ら
れ
る
も
の
が

あ
る
は
ず
。
子
ど
も
た
ち
が
感

動
と
出
会
う
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
地
元
の
公
民
館
ま
つ
り
を
は

じ
め
、
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育

園
な
ど
で
公
演
を
行
う
磯
さ
ん

た
ち
。
今
月
は
保
育
園
２
園
で

公
演
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
う

た
め
に
、
公
演
に
向
け
て
練
習

に
励
み
ま
す
。

　 

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
私

た
ち
の
活
力
に
な
る
ん
で
す
」

　
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
な

ど
で
、
子
ど
も
た
ち
に
人
形
劇

を
披
露
し
て
い
る
磯
さ
ん
は
、

う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　
磯
さ
ん
が
こ
の
活
動
を
始
め

た
の
は
、
20
年
ほ
ど
前
。
幼
稚

園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
で
人
形
劇
団
「
青
い

鳥
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
同
劇

団
で
は
、
台
本
や
人
形
な
ど
、

す
べ
て
が
手
作
り
。
演
技
の
練

習
な
ど
も
含
め
、
公
演
ま
で
に

は
半
年
以
上
の
時
間
を
費
や
す

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、「
み

profile
大島町に生まれる。農業を営む傍ら、ボ
ランティアとして人形劇や読み聞かせを
行う。社会教育委員であり、市民大学講
座実行委員会や農業女性グループ「ポテ
トクラブ」、農業の多面的機能を考える岡
里地域保全会などでも活躍。趣味は観劇。

子どもたちに多くの感動を届けたい

（大島町）
磯
いそ

　啓
けい

子
こ

さん

手
作
り
の
人
形
が

　子
ど
も
た
ち
に
感
動
を

公演を間近に控え、演技について意見を出し合いなが
ら練習を行う「青い鳥」のメンバーたち（写真右）と
読み聞かせを行う磯さん（写真左）

2018．２．1

フォトキャンバス
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新春恒例の出初式が開催
防火への決意を胸に堂々行進

自然と歴史を満喫しながら健康づくり
地域の名所を巡って心地よい汗を流す

　館林地区消防組合消防隊出初式が、１月６日、市
役所東広場で開催されました。これは、消防関係者
の士気を高めるとともに、防火・防災への意識を一
つにするために行われているものです。会場では消
防職団員によるカラー放水や鳶

とび

職組合による梯
はし

子
ご

乗
り演技、幼稚園児と消防隊の分列行進が行われました。

　新春ふれあいウォークが、１月14日、赤羽地区をコー
スとして開催されました。参加者は子

ね

の神
かみ

神社やつつじ
が岡公園、城沼などの市内の名所や自然を楽しめるスポ
ットを巡りながら、清々しい冬晴れの下、約６kmの道の
りを自分のペースで楽しく歩きました。

一年の願いをだるまに込めて
今年はこのだるまに決めた！

　130年以上の伝統を持つ初市（だるま市）が、１月18
日、仲町から本町一丁目かごめ通り商店街までの区間で
行われました。会場には大小色とりどりのさまざまなだ
るまを売る露店が立ち並び、売り子の威勢のいい掛け声
と活気にあふれ、家族連れなど多くの人でにぎわいました。

迫力のある舞いに園児たちは大興奮
保育園に獅子舞がやってきた！

　獅
し

子
し

舞鑑賞が、１月12.日、美園保育園で開催されまし
た。これは無病息災を願って行われる獅子舞を子どもた
ちに親しんでもらおうというもので、園児たちはふだん
見ることのない獅子にはしゃいだり、怖がって逃げたり、
さまざまな反応をしながら、伝統芸能に触れました。
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施設
だより

文化会館・三の丸芸術ホール

資料館

催し物ご案内＆スケジュール

市文化施設の
催し物などを
お知らせします

施 設
だ よ り

第一資料館
（℡74 - 4111）

文化振興課
（文化会館内　℡74 - 4111）

米村でんじろう　おもしろサイエンスショー

とき 会場 催し物

２
月

17日㈯

ホ

生涯学習館林市民の会
ハートフルコンサート

18日㈰ 第７回群馬県高等学校吟
詠剣詩舞発表大会

22日㈭～
25日㈰ 展 市写真公募展作品展

25日㈰
ホ
映画「ちえりとチェリー
／チェブラーシカ」

３
月

３日㈯・
４日㈰ 市文化協会　春のつどい

展

11日㈰ ホ 市少年少女合唱団定期演
奏会

２月の施設の休館日（施設名・期間・問合せ）
■図書館　13日㈫、28日㈬・℡74 - 2346
■第一資料館　13日㈫、28日㈬・℡74 - 4111
■城沼総合体育館　26日㈪・℡74 - 2611

先
人
た
ち
の

　
　
　を
た
ど
っ
て

　これは昭和34年（1959）、茂林寺と市観光協会
が建てた、巌

いわ

谷
や

小
さざ

波
なみ

作の童謡「文福茶釜」の詩
歌碑です（高さ 1 . 8 ｍ）。小波は明治27年（1894）、
　「日

に

本
ほん

昔
むかし

噺
ばなし

」の中で茶釜を子ども向けに紹介し、
昔から茂林寺に伝わる「分福茶釜」は一段と有
名になりました。童謡は７節まであり、碑面に
は１・２・３・４・７節の抜粋が刻まれています。

堀工町（茂林寺境内）
市史編さんセンター
（℡76 - 7651）

ホ：ホール　展：展示室（２月15日～３月14日）
※１月15日現在の情報です
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～いしぶみ～　第一資料館、田山花袋記念文学館では、２月３日
㈯より、雛

ひな

人形を展示します。第一資料館で展示す
る旧館林藩主・秋元家ゆかりの雛人形は、大正時代
に京都の人形師が制作したものです。衣装や道具類
に秋元家の家紋が施され、大名家ならではの華やか
な節句の様子を今に伝えています。
　また、10日㈯からは武

ぶ

鷹
よう

館
かん

でも雛人形を展示しま
すので、あわせてご覧ください。
期間　２月３日㈯～３月４日㈰

収蔵資料展
「ひなまつり－秋元家ゆかりの雛人形－」

　科学実験に多彩な演出を加えてショースタイルで表現！おもし
ろくてためになる、教育とエンターテインメントを融合させたサ
イエンスショーです。でんじろう先生のおもしろ実験を通して、
科学の楽しさを体験してみましょう！

秋元家ゆかりの雛人形（内
だい

裏
り

雛
びな

）

ぶんぶく茶釜の碑

とき　５月13日㈰　午後１時開演（午後０
時30分開場）、午後３時30分開演（午後３時
開場）
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席指定）　前売券　2 , 7 0 0円
友の会会員　2 , 5 0 0円　当日券　3 , 0 0 0円
※３歳以上有料、２歳以下は膝上鑑賞に限り無料
販売　２月17日㈯の午前９時から、同館窓口へ
※友の会会員は２月10日㈯から

19 広報館林

図書館 図書館
（℡74- 2346）

新着＆おすすめ本紹介

一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）

２月17日㈯
続・菩

ぼ

提
だい

樹
じゅ

（字幕）
２月18日㈰

２月21日㈬ 三つ数えろ（字幕）

３月３日㈯
命捧げ候～夢追い坂の決闘～

３月４日㈰

３月７日㈬ ココシリ（吹替）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

２月18日㈰ ガンバレ！ルルロロ　ふたりってい
いね

３月４日㈰ ヘンゼルとグレーテル

映画会で楽しいひとときを

お話と紙芝居の会

　読み聞かせボランティア「にじの会」が、参加されるかた
の年齢に応じて、選んだ絵本などを読み聞かせます。
とき　毎週土曜日　午後２時～２時30分（休館日を除く）

　健康で心豊かな生活のために、無理な
く作れる一汁一菜のレシピを紹介。糖質
やカロリーを抑えるこつも学べます。文
字が大きく読みやすい本です。（一般書）

　杵島直美／著　辰巳出版

村上しいこ／作　田中六大／絵　講談社

シニア夫婦のかんたん！おいしい！
一汁一菜健康ごはん

　自分の気持ちを「人に伝える」って難
しい！まんねん小学校の給食室には、バ
レンタインデーを前に、そわそわムード
が漂っていて…。（児童書）

給食室の日曜日　ゆれるバレンタイン
デー

①夜間天体観望会
　「オリオン大星雲を見よう」
　とき　２月10日㈯　午後６時～８時
　「冬のダイヤモンドを探そう」
　　冬の星空に輝く６つの一等星がつくるダイヤモ
　ンドを探します。
　とき　２月24日㈯　午後６時～８時
　※雨天・曇天の場合は中止
②公開天文台
　　太陽の黒点や昼間でも見ることができる星を観
　察します。
　とき　２月11日㈷・25日㈰　午後１時50分～２時
　20分
　※雨天・曇天の場合は施設公開のみ
③サイエンスショー
　　「マイナス196度の世界を知ろう」
　とき　２月18日㈰　午後１時50分～２時20分
　　「グラグラ！？地震のサイエンス」
　とき　３月４日㈰　午後１時50分～２時20分

広報

科学館
向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

①～③は参加費無料（ただし、②～③は大人（高校生以上）は別途入館料がかかります）
※３月４日㈰は家庭の日のため、入館料は無料です

④理科工作教室「坂道トコトコ…あるくぞ　おもし
　ろ人形をつくろう」
　　坂道をトコトコ歩く人形を作ります。いろいろ
　な工夫ができるおもしろいおもちゃです。
　とき　３月４日㈰　午前10時～午後４時
　参加費　30円（材料費）
　※材料がなくなりしだい終了
⑤科学教室「太古のロマン・化石レ
　プリカをつくろう」
　とき　３月17日㈯　午前９時30分
　～正午
　対象　小学生以上（小学１・２年生は保護者同伴）
　定員　24人（先着順）
　内容　太古の生物やそれらが化石になるまでにつ
　いて学び、自分だけの化石標本（レプリカ）を作
　ります
　参加費　3 00円（材料費・保険料）
　申込み・問合せ　２月24日㈯の午前９時から、同
　館へ
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ＰＣつくし会

問
合
せ　

橋は
し

本も
と

喜よ
し

男お

さ
ん
（
℡
０
９

０

─

１
４
２
３

─

５
１
４
０
）

　
私
た
ち
「
Ｐ
Ｃ
つ
く
し

会
」
は
、
毎
週
木
曜
日
に

渡
瀬
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン

の
使
い
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
同
館
で
行
わ
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
を
卒

業
後
、
更
に
勉
強
し
た
い

仲
間
と
会
を
結
成
。
講
師

の
か
た
の
指
導
を
受
け
た

り
、
会
員
同
士
で
得
意
な

こ
と
を
教
え
合
っ
た
り
し

な
が
ら
新
し
い
知
識
を
楽

し
く
吸
収
し
、
現
在
は
名

刺
や
地
図
、
年
賀
状
、
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
の
あ

る
か
た
、
向
上
心
の
あ
る

か
た
は
ぜ
ひ
、
い
っ
し
ょ

に
学
び
ま
せ
ん
か
。

○表紙の写真
　懐かしい旧友と
の再会を喜び、互
いの門出を祝福し
合った成人式。新
成人７２１人が輝か
しい未来に向けて、
新たな一歩を踏み
出しました。

337

Tateb
ayashi  kitchen

たてばやしの

定番昼ごはん
vol 80vol 80

　２月22日㈭の午後２時から向井千秋記
念子ども科学館会議室で行います。傍聴
を希望するかたは当日会場へお越しくだ
さい。（団体の場合は事前申し込みが必要）
定員　15人（先着順）
問合せ　教育総務課総括係（内線218）

作り方
①しめじは石づきを除き、小房に分ける
②鍋にだし汁とダイコン、ニンジン、しめ
　じを入れて火にかける
③ダイコンとニンジンが柔らかくなったら
　牛乳を入れ、ひと煮立ちさせる
④火を止めてみそを溶かし入れたら完成！

材　料（４人分）
■ダイコン（細切り）
■ニンジン（細切り）
■しめじ
■だし汁
■牛乳
■みそ

100ｇ
50ｇ
50ｇ
300ml
300ml

大さじ１と 1 / 2

　乳和食の定番といえばコレ！みそ汁に牛乳を入れるなんて考えられないというか
たも多いと思いますが、牛乳を入れることで口当たりまろやかなみそ汁になります。
心も体も温まる寒い時期にぴったりの一品です。

　　ミルクみそ汁

みその量を減らしてもおいしく飲めることから、減

塩にもつながります。せひお試しください♪

一人前当たり 75kcal

健康推進
課栄養士

お勧めの
一品

90


